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ササに残る食痕をもとに
ニホンジカの越冬地をつきとめる
増え続けるシカ

ニホンジカ（シカ）（写真1）は日本を代表する

大型野生動物です。このシカが、今、日本全国で

急激に増えています。統計資料によると、1980

年代に約 30万頭だった本州以南のシカの頭数

は、2016年にはその10倍近い約270万頭にまで

達したとされており、日本各地で農業被害や林

業被害を引き起こしています。東北地方も例外

ではなく、1970年代には岩手県と宮城県の一部

にしか生息していませんでしたが、2000年頃か

ら急激な増加に転じ、今では秋田県や青森県な

写真１　増えすぎて町中にも出没するようになっ
たニホンジカ(岩手県釜石市)

どでも目撃されるようになってきました。今後の

生息域の拡大による農林業被害への影響が懸念

されています。

増える前のシカ対策

シカへの対策としては、シカの密度が増加して

からではなく、シカが侵入してきた直後のまだ個

体数が少ないうちに捕獲に向けて動き出すことが

重要です。北東北におけるシカの密度は西日本な

どの激害地と比較するとまだ低い状態にありま

す。私たちは、シカの密度が低い段階での対策とし

て、シカが冬の間、深雪や北風などの厳しい環境

を回避して集まる場所、すなわち“越冬地”を利用

した効率的な捕獲を目指しています。その越冬地

を特定するための手段として、シカにとって冬期

間の主要な餌となるササに注目し、大規模にササ

が食べられている場所の探索を行っています（写

真2）。しかし、冬場のササはシカだけでなく、同じ

大型哺乳類のカモシカにとっても好適な餌である

ため、ササに付いた食痕を発見したとしても、それ

がシカの痕跡であるかどうかを見た目では判断で

きません。そこで私たちは、食痕や糞などに残る

DNAから両者を特定できる “ニホンジカ・カモ

シカ識別キット”を開発しました（https://www.
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写真２　シカに食べられたクマイザサ 

nippongene.com/kensa/products/lamp-kit/sika/

sika-kamosika.html）（Aikawa et al. 2015; 相川ら 

2018）。このキットを活用すれば、ササを含むあら

ゆる植物に付いた食痕、そしてその周辺に落ちて

いる糞などから、その場にいた動物種（シカまた

はカモシカ）を特定することができます。

食痕に残るDNAは
どれくらいの期間検出可能？

しかし、雪が多く降り積もっている真冬の時期

に山に入り、ササに付いた食痕を探し回るのは困

難です。雪解け後、山に入れるようになった段階

で現場を探索した方が効率的ですし、そうするこ

とによって、数多くの候補地を回ることが可能と

なり、シカの越冬地を発見する確率も高くなりま

す。しかし、ササに付着した唾液由来のDNAが、

どれらくらいの期間まで検出可能なのかはわかっ

ていませんでした。そこで、冬の間（12月と2月）に

野外でシカに食べられたササを実験材料として、

食べられてから1か月後、2か月後、3か月後にそれ

らの食痕を現場から採取し、識別キットによる経

時的な検査を行ってみました。その結果、食べられ

てから1か月後では約80％、2か月後では約

40％、そして3か月後では約10％の食痕からシカ

●生物被害研究グループ長 相 川　拓 也

図１　シカに食べられてからの経過月数とニホン
ジカ・カモシカ識別キットによるシカ陽性率と
の関係。実験材料はクマイザサ。

の陽性反応が検出されました（図1）。シカはササ

の葉を一口でかみちぎって食べてしまうわけです

が、なんと、その食痕に付着したDNAは食べてか

ら3か月経過した後でも検出可能だったのです。

今後に向けて

シカが越冬地に留まっているのは雪が積もり始

める12月から、雪解けが進む3月ごろまでだと考

えられます。よって、4月以降山に雪がなくなってか

ら現場に入ったとしても、ササに付いた食痕を利

用すれば、冬の間シカがその場所を利用していた

ことを十分証明できることになります。まだ数は

少ないですが、この調査方法によってシカの越冬

地が複数個所見つかっています。今後はシカが越

冬地として好む場所の条件をより詳しく調べると

ともに、見つかった越冬地で効率的にシカを捕獲

する方法についても検討していく必要があります。 
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